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一

腕ひとすじをたたえる

技能功労者を表彰３月１日

所役市治宇
一
丿

一
四

刷印堂進新

は
た
ら
き
に
生
き
が
い
を

も
と
め
ま
し
ょ
う

郷
土
産
業
の
開
発
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

一
永
年
に
わ
た
っ
て
道
剽
に
腕
を
み
が
い
て
こ
ら
れ
た
方
を
た
た
え
、
今
後
も
そ
の

一
技
能
を
後
進
者
に
伝
え
て
い
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
。
宇
治
市
で
は
技
能
功
労
者
を
表
彰

一
し
ま
す
。

一

‐

技
能
功
労
者
の
衷
彰
は
、
三
十
年
以

上
の
経
験
を
も
つ
六
十
歳
以
上
の
技
能

者
を
対
象
に
昭
和
四
十
七
年
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
今
回
は
五
回
目
。
す
で
に

百
五
十
九
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
八
十
八
歳

の
木
口
光
造
さ
ん
（
大
工
）
を
は
じ
め

〔
左
官
〕

藤
田
卯
三
郎
（
7
3
）

大
藤
健
二
（
6
2
）

伊
達
里
治
（
6
0
）

〔
土
木
技
術
職
〕

＝
宇
治
山
本

＝
小
倉
町
寺
内

＝
広
野
町
大
開

利
銚
到
ら
副
石
利
一
が
乱

の
方
で
、
表
彰
式
は
、
三
月
一
日
の
市

制
施
行
配
念
日
に
市
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
す
。
な
お
、
当
日
は
、
扇
平
仕
立
師

の
松
井
利
一
郎
さ
ん
の
実
贋
‘
い
手
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

表
彰
者
の
氏
名

（
敬
称
略
）

木
口
長
野

小
寿

光
造
（
8
8
）
―
開
町

豊
吉
（
7
8
）
＝
五
ヶ
庄
三
番
割

貞
郎
（
6
0
）
０
広
野
町
桐
生
谷

田
中
義
英
（
7
4
）
＝
宇
治
善
法

〔
と
ぴ
土
木
職
〕

木
戸
岩
蔵
（
6
1
）
＝
宇
治
下
居

南
郷
久
一

一

ｃ
削
井
エ
゛

利
倉
音
次
郎

一
〔
畳
職
〕

（
6
7
）
＝
宇
治
又
振

（
6
1
）
＝
広
野
町
一
里
山

木
村
角
雄
（
6
2
）
＝
宇
治
妙
楽

〔
可
在
立
師
〕

松
井
利
一
郎
（
7
5
）
＝
小
倉
町
神
楽
田

〔
下
絵
師
〕

吉
田
武
雄
（
7
5
）
Ｕ
木
幡
用
山

〔
押
絵
師
〕

佐
々
木
秀
治
（
6
8
）
＝
神
明
宮
束

〔
刺
し
ゅ
う
師
〕

柳
瀬
鶴
千
代
（
6
7
）
＝
宇
治
弐
番

山
下
隆
次
（
6
3
）
＝
木
幡
御
蔵
山
一

〔
製
茶
工
〕

紺
谷
亀
太
郎
（
7
3
）
＝
酉
笠
取
辻
出

奥
野
林
吉
（
6
7
）
＝
六
地
蔵
町
並

〔
焙
炉
師
〕

久
保
田
太
一
郎
（
7
1
）
＝
小
倉
町
久
保

高
田
仲
次
（
7
1
）
＝
伊
勢
田
町
中
山

〔
指
物
師
〕

内
川
布
治
雄
（
6
5
）
＝
伊
勢
田
町
南
山

〔
和
裁
師
〕

三
角
久
枝
（
6
4
）
＝
木
幡
大
團
戸

〔
鍼
灸
師
〕

聊
島
俊
夫
（
7
0
）
＝
木
幡
北
山
畑

〔
写
真
師
〕

渡
辺
文
明
（
6
9
）
＝
宇
治
妙
楽

〔
理
容
師
〕

靫
田
福
次
郎
（
6
1
）
=
＝
Ｓ
Ｓ

川
口
吉
男
（
6
0
）
＝
小
倉
町
久
保

〔
調
理
帥
〕

池
ぶ
勇
造
（
6
1
）
=
開
＆

〔
自
転
軍
組
立
工
〕

福
田
光
禄
ａ
）
＝
広
野
町
茶
屋
裏

み
ん
な
で
火
災
を
減
ら
そ
う

＝
２
月
2
8
日
か
ら
春
の
火
災
予
防
運
動
＝

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
Ｉ
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
Ｂ
Ｍ
が
花
燥
し

－
ｉ
ｌ
ｉ
－
－
1
1
1
1
1
1
1
i
I
！
1
1
1
1
■
―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
―

で
の
二
週
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火

全
国
一
斉
に
「
春
の
火
ち
ょ
っ
と
し
た
ぶ
注
意
で
火
災
が
起
こ

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

一
り
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。

お
宅
の
火
の
元
は
だ
い
じ
ょ
う
ぷ
で
す
か

（
防
火
診
断
を
す
る
消
防
職
員
）

昨
年
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
っ
て
火
災
件
数
、
損
害
額
と
か
ｔ
ハ

M
に
叙
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
毎
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て

は
火
災
件
致
が
伸
ぴ
て
お
り
、
そ
れ
も

子
供
の
火
遊
ぴ
や
た
き
火
、
た
ぱ
こ
の

投
げ
捨
て
な
ど
の
原
因
に
よ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
ら
よ
っ
と
庄
意
を
す
れ
ば

防
げ
る
火
災
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
家
庭
と
職
場
は
自
分
が
守
る
と
い
う

自
衛
防
火
の
意
識
を
持
つ
よ
う
心
が
け

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
宇
治
市
消
防
本
部
で
は
、
期

間
中
、
広
報
車
を
出
勣
さ
せ
て
全
市
民

に
防
火
を
呼
ぴ
か
け
る
ほ
か
、
山
火
事

防
止
の
た
め
の
山
林
パ
ト
ロ
ー
ル
、
旅

館
や
病
院
・
デ
パ
ー
ト
の
査
察
、
一
般

家
庭
の
防
火
診
断
、
危
険
物
運
搬
車
両

の
一
斉
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

家
庭
や
職
場
で
防
火
点
検
を

な
お
、
家
庭
や
職
場
か
ら
火
事
を
出

さ
な
い
た
め
に
、
こ
の
期
間
中
に
次
の

こ
と
を
市
民
み
ん
な
が
実
行
し
、
一
四
年

ど
の
逃
げ
や
す
い
場
所
で
寝
か
せ
る

よ
う
に
し
、
ま
た
、
寝
か
せ
た
ま
ま

外
出
し
な
い
よ
う
に
）

連
続
の
火
災
減
少
記
録
を
達
虞
し
よ
う
1
1
1
1
・
毎
月
一
日
、
十
五
日
に
家
庭
防
火
会

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

－
家
庭
で
１

・
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
寝
た
ば
こ
は

や
め
よ
う

・
暖
房
器
具
は
正
し
く
恨
ぞ
つ

・
寝
る
前
や
外
出
前
は
火
の
元
の
点
検

を

・
子
Ｉ
石
が
火
遊
び
し
て
い
な
い
か
気

を
配
ろ
う

・
た
き
火
は
十
分
安
全
確
認
を

・
火
災
時
の
煩
災
活
助
、
老
人
や
乳
幼

児
の
避
難
万
法
を
徹
底
し
よ
う

（
老
人
や
Ｈ
Ａ
Ｗ
’
病
人
は
一
階
な

議
を
開
こ
う

・
消
沢
器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し

て
お
こ
う

（
な
お
、
一
般
家
庭
は
消
火
器
を
設

置
す
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防

職
員
の
名
を
か
た
っ
て
消
火
器
販
売

を
す
る
悪
質
菓
者
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
）

－
職
場
で
Ｉ

・
放
送
設
備
を
利
用
し
て
、
防
火
の
呼

ぴ
か
け
を

・
職
場
で
火
災
予
防
の
話
し
合
い
を

・
防
火
管
理
者
は
自
主
点
検
を
し
よ
う

・
自
衛
消
防
組
織
の
強
化
を

・
避
難
や
消
火
の
訓
練
を
し
よ
う

資
産
割
廃
止
を
答
申

国
保
運
営
協
議
会

負
担
の
公
平
化
を
は
か
る

宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
夜
久
仝
宏
会
長

）
は
、
さ
る
二
月
八
日
、
国
民
健
康
保
険
料
の
資
産
割
に

つ
い
て
、
「
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
れ
に
と
も
な
う
応
能
割
と
応
益
割
の
比
率
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
比
率
を
存
続
す
る
こ
と
」
を
内
容
と

す
る
答
申
を
島
田
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

宇
治
市
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
賦

鐸
は
、
所
得
割
・
資
産
割
と
い
う
応
能

剤
（
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
）
と
、

被
保
険
者
均
等
割
・
世
帯
平
等
割
と
い

う
応
益
創
（
受
益
に
応
じ
た
負
担
）
の

四
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
四
方
式
Ａ
Ｊ
＊

ぱ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
賢
産
割
に
つ
い
て
は
、

都
市
化
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
負
担

が
一
部
の
人
に
集
中
す
る
な
ど
の
問
題

が
発
生
し
、
農
家
団
体
や
農
業
委
員
会

か
ら
廃
止
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
ほ

か
、
市
議
会
か
ら
も
改
善
を
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
四
月
に
、
渡
辺
前

市
長
が
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
。
こ

れ
を
受
け
て
同
協
議
会
で
は
、
四
回
に

わ
た
る
協
礒
の
ほ
か
他
市
の
視
察
な
ど

も
行
っ
て
番
議
を
重
ね
た
結
果
、
今
回

の
答
申
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

Ｉ申
男
ｓ
μ
一
μ

け

1 7
5
1
0
0
5
洋

行
男
男
ｓ
μ

m

1
6
0
0

1
1
5
↑
1 1
0

割
割
賭
割
帯
割

得
産
保
等
等

所
負
被
均
世
平

－
―
問
昌

応
ぐ
応
Ｑ

答
申
で
は
、
現
行
の
資
産
割
に
つ
い

て
、

①
二
重
の
課
税
に
な
る

②
市
外
に
あ
る
資
産
に
は
賦
課
で
き
な

Ｉ
③
相
続
し
た
場
合
な
ど
、
課
税
客
体
を

調
査
す
る
の
が
困
難
で
あ
る

④
事
務
量
が
き
わ
め
て
多
い

な
ど
、
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
か
・

ら
、
現
行
の
資
産
割
を
廃
止
し
、
負
担

の
公
平
化
を
は
か
る
べ
き
だ
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
資
産
刮
廃
止
に
と
も
な
う
賦

牒
の
剤
合
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
応
能

割
七
五
％
、
応
益
割
二
五
％
の
比
率
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
し
て
い
ま

す
（
上
表
参
照
）
。

答
申
で
は
さ
ら
に
、
「
資
産
割
を
廃

止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
の
被
保
険

者
間
で
の
負
担
の
公
そ
は
保
つ
こ
と
が

で
き
る
が
、
基
本
的
な
解
決
に
は
な
ら

ず
、
し
か
も
、
現
行
保
険
料
賦
課
総
額

の
変
更
が
な
し
え
な
い
な
ら
ば
、
一
部

の
被
保
険
者
に
は
重
税
感
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
、
制
度
改
革
へ
の
積
極
的
な

働
き
か
け
を
国
に
向
け
て
引
き
続
き
行

う
と
と
も
に
、
一
般
会
計
の
繰
り
入
れ

を
増
額
し
、
緩
和
を
は
か
る
よ
う
強
く

申
し
入
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い

ま
す
。

◇

宇
治
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

・
火
を
便
う
場
所
は
整
理
整
と
ん

・
防
火
を
呼
ぴ
か
け
る
立
看
板
を
設
置

し
よ
う
（
消
防
本
部
）

－

日
曜
日
も
平
日
ど
お
り
）
。

■
場
所
・
・
・
市
役
所
資
産
税
課

Ｓ
不
服
の
申
出
・
・
・
も
し
、
価
格
等
に

不
服
の
あ
る
方
は
固
定
資
産
評
価審

査
委
員
会
に

不
服
の
申
出
を

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
三
月

三
十
日
ま
で
に

文
Ｓ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
く
わ
し
く

は
市
役
所
資
産
税
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

（
資
産
税
課
）

土
地
や
家
屋
に
は
固
定
資
産
税
が

か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
課
税
台
帳
の

縦
ら
ん
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
受
所
有
さ
れ

て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。
な
お
、
土
地
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
「
登
記
簿
」
の
地
目
に
関
係
な
・

３
月
１
日
か
ら

税
の
基
礎
と
な
る

土
地
や
家
屋
、
償

却
資
産
の
価
格
等

を
記
載
し
た
課
税
台
帳
を
ひ
ろ
く
納

税
者
の
み
な
さ
ん
に
一
定
期
間
、
無

料
で
お
見
せ
す
る
も
の
で
す
。

土
地
の
地
目
変
更
や
家
屋
の
新
増

築
な
ど
を
し
た
方
、
ま
た
、
土
地
・

く
「
現
況
」
に
よ
る
評
価
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
期
間
・
・
・
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十

日
ま
で
で
、
時
間
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
半
ま
で
（
土
曜
日
、
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や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

市
で
は
、
昭
和
’
・
十
二
年
度
の
「
消

費
牛
居
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

近
ご
ろ
、
物
価
や
売
買
を
め
ぐ
る
問

題
、
食
品
添
加
物
や
薬
品
な
ど
の
安
全

性
の
問
題
、
欠
陥
商
品
や
不
当
表
示
な

ど
、
わ
た
し
た
ち
の
消
費
委
写
め
ぐ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
お
こ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宇
治
市
で
は
、
消

費
者
を
守
る
と
と
も
に
、
か
し
こ
い
消

費
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昭
和

四
十
八
年
か
ら
消
費
摩
居
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、
①
日
ご
ろ
の

意
見
や
裂
里
を
提
出
す
る
こ
と
、
②
毎

月
一
回
以
上
、
学
習
会
や
調
査
活
動
へ

参
加
す
る
こ
と
、
③
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記

入
、
④
計
量
・
価
格
な
ど
の
調
査
、
⑤

試
買
調
査
、
⑥
近
所
の
方
と
の
意
見
交

換
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

かしこい消費者になって豊かなくらしを

〔
応
募
要
領
〕

皿 ■ Ｉ ■ ㎜ － － －

▽
謝
礼
・
・
・
年
額
五
千
円

▽
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
等
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主
の
氏
名
と
職
業

・
家
族
構
成
を
記
入
し
、
市
役
所
交

通
労
政
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
で
の
応
募
も
皿
ｙ
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

▽
締
切
り
…
三
月
十
日

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ

と
や
、
日
常
の
消
費
生
活
に
つ
い
て
の

ご
意
見
・
苦
情
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
交
通
労
政
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

（
交
通
労
政
課
）

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

＝
国
保
の
被
保
険
者
証
＝

一
色
を
し
た
新
し
い
保
険
証
で
な
い
と
医
。
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

一
者
に
か
か
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

な
お
、
切
り
か
え
に
は
必
ず
旧
保
啓

こ
の
新
し
い
保
険
証
の
交
付
を
、
戸
証
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｗ
ｍ
ｌ
ｌ

－
宇
治
市
心
身
障
害
児

通
園
施
設
の
申
請
受
付

宇
治
市
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和

5
2
年
度
の
心
身
障
害
児
通
園
施
設
（

子
供
の
日
常
牛
辰
で
の
Ｍ
本
動
作
の

指
導
や
集
団
害
註
へ
の
適
応
訓
練
に

よ
る
ク
ジ
一
ア
ク
）
の
入
國
申
請
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

▽
入
園
申
請
の
で
き
る
人

原
則
と
し
て
3
歳
か
ら
小
学
校
入

学
前
の
心
身
に
障
害
を
も
っ
て
い

る
幼
児
。

▽
受
け
付
け
日
・
場
所

3
月
1
5
日
ま
で
に
、
福
祉
事
務
所

福
祉
課
へ
。

な
お
、
こ
の
施
設
は
菟
滋
の
三
室

戸
保
育
所
に
併
設
さ
れ
、
事
業
は
社

会
福
祉
法
人
宇
治
福
祉
園
に
委
託
し

て
行
い
ま
す
。
（
福
祉
課
）

■
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
ら
ん

宇
治
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

昭
和
5
2
年
1
月
1
日
現
在
で
農
業
委

員
の
選
挙
権
を
有
す
る
方
の
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
ま
し
た
。

関
係
者
の
方
は
、
2
月
2
3
日
か
ら

3
月
9
日
ま
で
に
市
役
所
三
階
の
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
縦
ら
ん
し

て
く
だ
さ
い
。
時
間
は
午
前
8
時
半

か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
、
土
曜
日
、

日
曜
日
も
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

■
保
健
婦
を
募
集
中

宇
治
市
で
は
、
市
職
員
（
保
健
婦

）
を
つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま

す
。
▽
受
験
資
格

昭
和
1
6
年
4
月
2
日
以
降
、
昭
和

3
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

女
子
で
、
保
健
婦
の
資
格
を
有
す

る
か
、
も
し
く
は
同
資
格
取
得
見
日
香
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
コ
ー
ｒ
＜
．
を
便
っ
希
望
さ
れ
る
方
は
教
育
委
員
会
社
会

込
み
の
人
。

▽
採
用
予
定
人
員
＝
・
一
名

▽
試
験
の
日
時
と
場
所

第
一
次
試
験
は
3
月
6
日
（
日
）

に
、
宇
治
市
職
員
会
館
（
市
役
所

前
）
で
行
い
ま
す
。

▽
受
験
手
続
と
受
付
期
間

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
は
3
月
な
お
健
康
相
談
と
健
康
体
操
は
当
日
一

て
、
初
心
者
向
け
の
オ
ジ
ェ
ン
テ
ー
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ジ
ン
ク
教
室
を
開
き
ま
す
。
希
望
者
た
だ
し
、
先
着
3
0
人
で
締
め
切
り
。

３
日
ま
で
に
公
民
館
へ
。
ａ
川
は
交

通
費
な
ど
約
八
百
円
が
必
要
で
す
。

（
公
民
館
）

職
員
課
に
あ
る
申
し
込
み
用
紙
と
‘
■
婦
人
健
康
ひ
ろ
ぱ

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
一
枚
を
ｉ
Ｃ
Ｏ
月
4
日
（
金
）
に
市
民
会
館
で

え
、
3
月
4
日
ま
で
に
職
員
課
へ
婦
人
の
体
力
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
栄

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
職
員
課
）

■
名
作
映
画
鑑
賞
会

3
月
2
日
（
水
）
の
午
後
3
時
か

ら
市
民
会
館
で
「
名
も
な
く
貧
し
く

美
し
く
」
（
東
宝
ワ
イ
ド
作
品
、
2

時
問
9
分
）
を
上
映
し
ま
す
。
出
演

は
小
林
桂
樹
、
高
峰
秀
子
、
加
山
雄

三
、
草
笛
光
子
な
ど
で
す
。
入
場
料

は
無
料
で
す
。

1
1
1
1
自
Ｉ
ゆ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
Ｉ

■
オ
リ
エ
ンテ
ー
リ
ン
グ
教
室

3
月
6
日
（
日
）
、
古
墳
や
陵
墓

で
知
ら
れ
る
奈
良
県
明
日
香
村
の
明

養
講
習
、
健
康
相
談
、
健
康
体
操
を

行
い
ま
す
。
毎
日
の
臨
写
豊
か
に

過
ご
す
た
め
、
婦
人
の
方
は
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
栄
養
誦
習
・
＝
「
栄
養
指
導
と
料
理

Ｅ
実
習
」

午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

▽
健
康
相
談
土
。
日
常
で
の
健
康
管

理
法
」

午
後
1
時
半
～
3
時

▽
健
康
体
操
・
・
・
「
家
族
で
で
き
る
体

操
」

午
後
1
時
半
～
3
時

参
加
料
は
、
栄
養
誦
習
の
み
材
料

費
と
し
て
五
百
円
必
嬰
で
、
そ
の
他

は
無
料
で
す
。
栄
養
調
習
に
参
加
を

会
場
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
一

（
社
会
教
育
課
）

■
市
税
の
出
張
徴
収

▽
と
き
・
＝
2
月
2
8
日
（
月
）

午
前
1
0
時
～
予
後
4
時

▽
と
こ
ろ

広
野
公
民
館
大
和
田
公
会
堂

旦
椋
公
会
堂
開
公
民
館

木
幡
公
艮
館
神
明
公
民
館

今
月
は
固
定
資
産
税
第
4
期
の
納

期
限
で
す
。
未
納
の
市
税
が
あ
れ
ば

合
わ
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

－ 一 一 一 一 －

＝ － ・ ㎜ ・ ■ ㎜ ■ ㎜ ■

大
局
的
観
点
で

都
市
計
画
を

広
野
町
一
里
山

中
村
浩
（
4
5
）

ご
尽
に
、
同
一
率
三
割
負
担
で
は
な

く
、
働
き
手
電
視
の
立
場
か
ら
本
人

を
初
診
料
を
除
く
十
割
保
険
の
対
象

と
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

次
に
、
都
市
計
画
に
つ
い
て
、
谷

岡
ｆ
ｉ
雄
立
命
館
大
教
授
を
中
心
に
検

討
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
市
政
だ
よ

り
正
月
号
に
は
パ
ジ
大
学
の
パ
ン
シ

ュ
メ
ル
教
授
の
レ
ポ
ー
ト
が
掲
載
さ

れ
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
も
、
レ
ポ
ー
ト
に
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
宇
治
市
の
将
来
像
は
「
都

市
計
画
」
と
「
土
地
政
策
」
に
つ
き

る
の
は
明
ら
か
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
農
地
課
税
の
減
額
や
優
良

農
地
の
奨
励
金
等
は
一
時
的
な
対
策

と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は

市
街
化
区
域
は
、
将
来
、
市
街
化
す

べ
き
も
の
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
大
局
的
な
観
点
に
立

っ
て
、
市
街
化
区
域
の
農
地
や
空
閑

地
を
洗
い
直
し
、
低
層
住
宅
や
茶
園

ま
た
、
公
園
や
純
農
業
区
を
配
置
し

た
将
来
像
を
示
す
・
必
要
が
あ
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
の
土
地
交
換
や
分
合
、

利
用
な
ど
に
つ
い
て
、
所
有
者
や
関

係
住
民
等
と
話
し
合
う
機
関
を
設
け

る
一
方
、
売
却
し
な
く
て
も
収
入
が

得
ら
れ
、
公
共
の
役
に
も
立
ら
糾
る

よ
う
な
金
融
面
か
ら
の
対
策
を
あ
わ

せ
て
希
望
し
ま
す
。

◇
回
答
◇

市民の声から

医
療
に
つ
い
て
の
ご
提
案
で
す
が
、

こ
の
制
度
は
住
民
の
強
い
要
望
で
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
老
人
の

健
康
保
持
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
根
本
的

な
問
題
は
傑
険
と
は
性
格
を
異
に
す

る
福
祉
医
療
と
し
て
の
老
人
医
癩
を

保
険
に
上
の
せ
し
て
実
。
胎
し
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
ず
。
こ
れ
を
老
人
医
療

の
廃
止
や
、
無
料
検
診
等
に
切
り
替

え
る
と
い
う
技
術
的
な
乗
り
切
り
策

に
求
め
る
だ
け
で
は
福
祉
の
後
退
で

あ
り
、
何
ら
根
本
的
な
解
決
に
は
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
根
本
的
に
解
決

す
る
に
は
、
受
益
者
負
担
と
い
う
保

ｌ
ｅ
●
●
ｅ
ｌ

険
制
度
そ
の
も
の
か
ら
脱
皮
し
、
国

民
の
医
療
費
を
福
祉
の
な
か
に
位
置

づ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
当
面
は
保
険
と
福
祉
を
切
り
慰

し
、
福
祉
を
独
自
に
制
度
化
す
る
万

向
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
定
期
検
診
等
は
、
国
保

被
保
険
者
だ
け
で
な
く
全
市
民
を
対

象
と
す
べ
き
も
の
で
、
現
在
な
小
十

分
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

こ
の
制
度
の
充
実
を
図
る
な
か
で
、

要
望
に
お
応
え
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
稼
得
者
の
傷

病
は
、
減
収
と
な
吟
直
接
に
家
計
を

苦
し
く
し
ま
す
。
し
か
し
、
世
帯
は

同
一
生
計
を
営
ん
で
い
る
の
で
す
か

ら
、
誰
の
た
め
の
収
入
、
支
出
と
い

う
区
分
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
保
に
お
い
て
は
、
必
ず

し
も
稼
得
者
が
世
帯
主
で
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
世
帯
主
の
み
給
付
率
を
上

げ
る
の
は
不
合
理
と
思
わ
れ
ま
す
。

▽
宇
治
市
で
は
、
市
域
を
市
街
化
区

双
と
市
街
化
調
整
区
域
、
無
指
定
区

双
と
に
分
け
、
市
街
化
区
域
を
用
途
’

地
ｕ
指
定
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
の

よ
う
に
土
地
政
策
と
し
て
、
用
途
地

域
指
定
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
具
体

的
な
土
地
利
川
計
画
も
必
嬰
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
土
地
利
用

計
画
は
法
的
な
根
拠
に
Ｍ
づ
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
土
地
所
有

者
や
地
域
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
計

画
の
具
体
化
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
宇
治
市
総
合
計
画
に
Ｍ
づ

い
て
、
ｎ
地
や
空
閑
地
を
地
区
整
備

計
画
の
な
か
で
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
避
難
場

所
や
空
閑
緑
地
に
、
ま
た
、
茶
園
や

畑
畑
等
の
生
産
緑
地
、
園
芸
広
場
、

住
宅
地
、
公
共
用
地
な
ど
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
配
ほ
を
す
る
な
ど

土
地
利
川
の
将
来
像
を
把
な
住
民
や

所
有
者
の
意
見
を
聞
く
な
か
で
計
ｍ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
な
お

将
来
、
地
域
住
民
と
土
地
所
有
者
、

行
政
に
よ
る
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、

ご
希
・
望
に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
市
政
だ
よ
り
放
送
中

▼
近
畿
テ
レ
ビ

市
で
は
、
近
畿
放
送
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
斡
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

で
毎
逍
丿
曜
日
の
午
後
六
時
二
十
分
か
ら
、
テ
レ
ビ

市
政
だ
よ
り
を
放
送
し
て
い
ま
す
の
で
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
一
一
一

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
『
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
六
四

〇
』
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
⑩
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
’
い
ヽ
隔
週
の
金
曜
日
一

六
時
四
十
分
か
ら
、
宇
治
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
ま

ち
の
ト
ピ
″
ク
ス
な
″
に
｝
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
Ｅ

お宅では、電気を安全にお使いですか、
けてありますか。アースは万一漏電がおこ

ったとき感電のショックを軽減します。

専門の電気工事店に、依頼して取り付け

ましょう。

当協会は、漏電・感電・電気火災の危険を

防ぐために、法律によって2年に1回職貝が

お伺いして電気配線の無料診断をしています。

洗だく機・電子レンジ・井戸ポンプ・クー

ラー・温水器などには、アース線が、取り付

■京都支部

京都市東山区今熊野池田町4－8

垢Ｓ（075）541－5375（代）

でんきの安全をまもる今＾＾”＾関西電気保安協会

■
耳
の
無
料
相
談

3
月
3
日
（
木
）
の
午
後
2
時
か

ら
4
。
時
ま
で
、
宇
治
保
健
所
で
、
専

門
医
帥
が
耳
の
診
察
ヽ
検
査
ヽ
相
談
一

指
導
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

（
宇
治
保
健
所
）
一

新市長に望む

告
知
板
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